










来年も都市デザイン研マガジンを
よろしくおねがいします。

編 集 後 記

1 月の予定

1/6　 研究室会議
1/6, 20　 Urban Film Night
1/12　 としとーく
1/17　 修士論文題目提出
1/24　 修士論文提出
1/30-31 修士論文審査

訪喜初夜、美味しい日本酒を片手に、
様々なお話を聞きました。中でも、育っ
た地域が、地域の文脈が、想像以上に
影響力を持ち、人を築くことがとても
印象的でした。 —現首相は山口県出
身（長州藩）だが、先のサミットで喜
多方（会津）の酒を出したんだ。— 
約 150 年前、日本は一つの国でなかっ
たことはもちろん知っていましたが、
長い年月を積み重ねてきた上に今があ
るということを、その土地の人の言葉
に気付かされました。

お題：
北沢先生についてひとこと
酒宴のあと、「北沢先生について」と
いうお題でコメントをいただきました。

今号の２つの取材では、学生という立
場に甘えて貴重な経験をたっぷりさせ
てもらったと同時に、世界の知らなさ
も痛感しました。私にとっての回想と
は、いまだ昔の狭い視野を浮かび上が
らせるものです。でもお会いした皆さ
まは、「7 年前」を過去でもあり目標
でもあるものとして、常に今と照合し
つづけて先へと進んでいらっしゃいま
した。将来、過去の未熟さを笑っても、
過去に笑われない人間になるというこ
とも意識したいです。

今回の取材で一番印象に残ったのは、
喜多方で多くの方から聞いた「先生に
は恩があるから」という台詞だった。
おそらく喜多方限定の台詞ではないだ
ろう。地元には北沢先生に触発された
人が大勢いて、これからのまちづくり
の担い手として活躍している。片や
UDC のほうは全国に広がり、組織と
して一定の型を確立してきている。北
沢先生が生前に蒔いた種は長い時間の
なかで後継者たちに引き継がれ、実を
結びつつあるようだ。

　　沢先生を偲ぶ会、「続きはお酒を飲みながら。」という冠
木さんの提案を受け、途中で場所を移して居酒屋へ。２次会
は皆でラーメン屋に入るのが喜多方スタイルのようだ。学生
数人対地元の方数人というメンバーでの懇親会は新鮮で、あ
たかも喜多方プロジェクトを体験しているかのような楽しい
一夜だった。喜多方の皆様、ありがとうございました。

北
夜の宴にて

１次会のようす 2 次会のようす

田 中 雄 大 中 村 慎 吾松田 季詩子

１次会の最後に撮った１枚。１次会からは、まちあるきの際にお世話になった芳賀さん及び設計まちづくり
テントの高橋梢さん、そして市職員の山中雄志さんにも駆けつけていただいた。


